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は し が き

本 報 告 書 は 、 日本 学 術 振 興 会 に よ る 表 記 の 科 学 研 究 費

補 助 金 を 主 と し た 研 究 費 を使 用 して 行 わ れ た 研 究 の 結

果 を ま と め た も の で あ る 。 表 題 に 直 接 関 連 す る 冬 眠 動

物 の 生 理 学 研 究 報 告 の ほ か 、 当 該 年 度 内 に 行 わ れ た 、

二 酸 化 炭 素 の 経 皮 的 滲 入 に よ り生 ず る 生 体 反 応 とそ の

作 用 メ カ ニ ズ ム の 解 析 に 関 す る研 究 、 人 の 温 熱 耐 性 に

関 す る 調 査 研 究 の 成 果 に つ い て も添 付 し た 。
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研究代表者
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支援研究者
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平成18年 度 7,500 2,250 9,750

平成19年 度 7,100 2,130 9,230

総 計 14,600 4,380 18,980
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あ とが き

数℃の体温でも脳が機能し、冬眠行動 も脳による制御を受けていることを示す証

拠は多いけれども、そのメカニズムの解析は進んでいない。本研究では、これま

でに完成された体温に依存せず微量物質の測定が可能なシステムと、核磁気共鳴

法を用いた解析により冬眠中の動物脳からの試料を採取し、冬眠に伴う脳活動の

指標 となる物質の経時的計測を行なった。その結果、冬眠に伴 う脳内エネルギー

代謝の変化 と酸化ス トレスへの対処機構が明 らかとなり、冬眠中には神経細胞と

神経膠細胞間の相互作用が制限されている証拠も得た。これ らの変化が冬眠行動

の結果か、冬眠準備段階での変化かを明らかにすることが今後の課題 となる。今

後もさらなる研究の展開を計 りたい。学術振興会はもとより、研究をご支援いた

だいた国民各位に深謝する。
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